
◎　准フォレスター研修　カリキュラム

１日目
（8/29）

【講義】
　森林施業の集約化
　（提案型集約化施業）
　　 （15:25～16:25）

【ふりかえり】
（16:30～
17:00）

担当講師等
・全体進行：ﾌﾟﾛｾｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ
・外部講師：日隈伸也（熊本
県森林組合連合会）

プロセス
マネージャー

担当講師等
プロセス

マネージャ-
プロセス
マネージャー

担当講師等
プロセス

マネージャ-
プロセス
マネージャー

（各班からの発表・
　　意見交換・講評）
　　（15:00～16:30）

担当講師等
プロセス

マネージャ-
プロセス
マネージャー

【ふりかえり】
（10:30～11:30）

第１週全体の
振り返り

担当講師等
プロセス

マネージャ-

※プロセスマネージャー：奥山洋一郎（鹿児島大学）

（仮想集約化団地の現地踏査）
　・ 路網計画（線形設計）に関して、あい路となるﾎﾟｲﾝﾄを確認
　・ 簡易で丈夫な道作りについて意見交換
　・ 仮想ではない現林分を前に、将来の森林の姿、誘導
    方法をｸﾞﾙｰﾌﾟ検討し発表・意見交換・共有

（森林施業検討会）
≪ねらい≫　目標林型、生産目標を構想する上での知見、考え方を養う
　・ 実際の施業地（間伐実施林分、複層林施業林分等）において、森林簿、施業履歴、地形図等の森林情報
及び現地踏査
    から、将来の森林の姿（目標林型）、生産目標、現状の森林からの誘導方法（施業方法）について検討、グ
ループ毎に発
    表し、意見交換

　・ 全体進行　：　プロセスマネージャー
  ・ 現地の概況説明、 議論のリード役　　：　林野庁
　・ （森林施業検討会に参加する講師からも助言等を頂く）

　・ 全体進行　：　プロセスマネージャー
  ・ 現地の概況説明、 議論のリード役　  ：　林野庁
　・ 専門的見地からの助言・コメント　：　伊藤 哲（宮崎大学教授）、枚田 邦宏（鹿児島大学准教授）

　【グループ演習①】　森林施業の実行監理演習　（現地踏査）　／　【現地実習①】　森林施業検討会　（一体的に実施）
（8:25～16:30）

　【研修Ⅰ（第１週）】③（8月29日（月）～9月2日（金）） 【九州ブロック】

３日目
（8/31）

【講義】
 市町村森林整備計画の概要
　　　　　　（14:35～15:25）

【講義】
  森林・林業再生プランの概要
  准フォレスターの役割
　　　　　（13:15～14:25）

 ・ 全体進行　：　プロセスマネージャー
 ・ 演習内容・手法解説、演習中のアドバイス　：　林野庁

【講義】
　ゾーニングと森林施業の考え方
　（望ましい森林の姿、施業方法）
　　　　　（8:40～10:10）

【ふりかえり】
（16:30～
17:00）

　・ 全体進行、発表時のリード役　：　プロセスマネージャー
　・ 演習箇所の概要説明、 演習手法の説明、演習、発表時のアドバイス　：　林野庁
　・ 演習、発表時の助言・コメント　：　伊藤 哲（宮崎大学教授）、枚田 邦宏（鹿児島大学准教授）

　・ 全体進行、議論のリード役　：
　　　プロセスマネージャー
　・ 演習中のアドバイス ： 　林野庁

閉講式
（11:40～
12:00）

　・ 全体進行 ： プロセスマネージャー
　・ 説明、議論のリード役　：　林野庁

　・プロセスマネージャー

まとめ
（11:30

～
11:40）

５日目
（9/2）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
説明

（8:30～
8:40）

【グループ演習③】
　（9:20～10:20）

目指すフォレスター像について
発表・意見交換等

 ・ グループ演習②の振り返り
 ・ 第２週での演習に向けた課題の説明

【次週に向けた課題設定】
（8:40～9:20）

２日目
（8/30）

 　・全体進行：プロセスマネージャー
　 ・担当：林野庁

（発表内容の確認）
（14:05～14:45）

　　（机上演習）
　・　市町村森林整備計画のゾーニングの目的を説明し、一定程度のエリアについて、ゾーニングを実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8:40～14:05）

４日目
（9/1）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
説明

（8:30～
8:40）

【グループ演習②】　市町村森林整備計画演習　（ゾーニング）
《ねらい》　地域の自然的、社会的条件を背景として、発揮が期待される機能に応じた地域の森づくりについて検討する手順、ポイントを取得する

【講義】
　路網と作業システム
　　　（10:20～12:00）

　・全体進行：プロセスマネージャー
　・外部講師：岡　勝（鹿児島大学教授）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
説明

（8:15～
8:25）

【ふりかえり】
（16:30～
17:00）

　　　　　　　　（机上演習）
　・ 年間事業計画とコストの説明・演習
　・ 20ha程度の仮想集約化団地箇所において、①施業方法、路網計画等　②作業システムの改善策
　 　③販売方法　について検討し発表・意見交換

　・全体進行：プロセスマネージャー
　・担当：林野庁

午　　後午　　前

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
説明

（8:30～
8:40）

開講式・
ｵﾘｴﾝﾃｰ

ｼｮﾝ
（12:45～
13:15）

【グループ演習①】　森林施業の実行監理演習　（仮想集約化施業演習）
　≪ねらい≫　施業提案書及びその実行等が技術合理性、経済合理性に裏付けされた良いものとなるよう、森林施業
　　　　　　　　プランナーに対し支援、指導・助言する際に必要となる視点等を養う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12:45～16:30） 【ふりかえり】

（16:30～
17:00）


